
 

令和８年９月１１日 

庄 内 総 合 支 庁 

 

報道関係者各位 
 

飛島との新たな接点をつくり関係人口を拡大！ 

「島キャンプ 2026」合宿プログラムの実施 
 

酒田市飛島において、関係人口の創出を図ることを目的に「島キャンプ 2026※」の 

合宿プログラムを実施しますので、取材に御協力くださるようお願いします。 
 

※「島キャンプ」とは、飛島での暮らし体験や交流による関係づくりに興味がある団体を募り、 
合宿プログラムを自ら企画・実践した後、各団体の取組みの成果発表や参加者同士の意見交換を 

通して今後の飛島との関わり方を考えることで、飛島との新たな接点をつくるプロジェクトです。 

 

記  
１ 実施期間 

 実施期間 参加団体(下記４) 

日程① 令和８年９月 14日(月)～18日(金) 団体Ａ、Ｂ 

日程② 令和８年９月 21日(月・祝)～27日(日) 団体Ｃ、Ｄ 

２ 場 所 酒田市飛島 

３ 主 催 山形県・酒田市（企画・運営は合同会社とびしまに委託） 

４ 内容・参加者  

    飛島の自然や人々との触れ合いを通して、飛島の魅力発信や地域課題の理解に

資する表現やアイデアの構想を描き、作品制作等に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 現地取材可能日 

   日程① 令和８年９月 16日（水） 

   日程② 令和８年９月 25日（金） 

   各団体において島内での活動状況が異なります。取材いただける場合は、下記担

当にご連絡ください。 

６ 成果報告会 

    令和８年 12月に、各団体が活動の成果を 

   発表、共有する成果報告会を開催予定です。 

 

 

 

 人数 所属 テーマ 

団体Ａ ６名 
東北芸術工科大学(5名) 
東京藝術大学(1名) 

飛島の自然や民話を日本画で表現 

団体Ｂ ４名 東北芸術工科大学(4名) 離島で過ごす生活を映像や詩で表現 

団体Ｃ ５名 
東北芸術工科大学(4名) 
秋田公立美術大学(1名) 

飛島の自然や歴史を版画等で表現 

団体Ｄ ５名 東北芸術工科大学(5名) 
環境問題を、海岸漂着物を用いた作品で

表現 

計 ４団体、20名 

問合先 

庄内空港利用振興協議会 事務局 

（庄内総合支庁総務課連携支援室） 

室長補佐 佐藤 則子 

電話：０２３５－６６－５４３８ 

広報監 総務企画部長 吉田 正幸 

プレスリリース 


